
新たな学び舎での学習がスタート
　国際医療福祉大学成田キャンパスに薬学部校舎が完成
し、3年生が新たな学び舎での学習を開始しました。校舎
は同大学成田病院に隣接し、現場に近い環境で実践的な経
験を積めることが特長の一つ。真新しい校舎では、学生た

ちが真剣な表情で実習や講義に臨んでいました。同病院で
薬剤師のアシスタントとして働く学生は「薬に関する知識
をさらに深め、将来は薬剤師としてここで働きたい」と話
しました。地域医療を担う人材の育成が期待されます。

国際医療福祉大学成田薬学部畑ケ田校舎　 4/14

枯山水の庭で一服

1無菌状態を保つ専用の実験台で
2共同研究で使う大規模な実験室も
3病院と隣接する成田薬学部畑ケ田校舎（左）

庭園で風雅に
　成田山表参道を訪れた人に、気軽にお茶を楽しんでもらおうと「不
動の大井戸茶会」が、なごみの米屋總本店内にある、お不動様旧跡
庭園で行われました。この茶会で使われる水は、400年以上前から
人々に霊水として愛されてきたといわれています。お茶を口にした
参加者からは「まろやかでおいしい」との感想が。春の暖かな日差し
の下、趣あるひとときを過ごしていました。

不動の大井戸茶会　 4/12～29

　7日間にわたり、姉妹都市である米国・サンブルーノ市を訪れた
中学生友好訪問団による報告会が市役所で行われました。団員は
パークサイド中学校での授業への参加やホストファミリーとの交流
を通して、文化の違いを実感したことを報告。また、サンブルーノ
市の中学生と交流を深めたことを振り返り、「通訳を介さずに自分の
言葉で伝えられるようになる」と将来への意気込みを語りました。

異国の仲間と交流を深める
サンブルーノ市中学生友好訪問団報告会　 4/19

パークサイド中学校前で

Machi ReportNarita
マークがあるイベントは成田市公式YouTubeチャ
ンネルで動画が見られます。右のQRコードからア
クセスして、当日の様子をお楽しみください。

成田まちレポ！
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※ ・ ・ マークが付いたイベントは、Facebook・Instagram・Xでも配信しています。



収穫したタケノコがずらり

春の味覚をたっぷり収穫
　親子で収穫を楽しんでもらおうと「親子たけのこ掘り体験教室」が
八生公民館で行われました。地元のボランティアから掘り方のこつ
やおいしいタケノコの見分け方を学び、いざタケノコ掘りを開始。
くわを上手に使って傷を付けないように次々と掘り進め、およそ1時
間で66本もの大小さまざまなタケノコを収穫しました。参加した親
子は「食べるのが楽しみ」と笑顔で話していました。

親子たけのこ掘り体験教室　 4/18

一球一球に気持ちを込めて

白球を巡る熱戦
　本市のほか、富里市・八街市から11チームが参加する「成田市近
隣中学校野球大会」が重兵衛スポーツフィールド中台野球場などで
行われました。部活動に代わる地域クラブでの出場が認められた今
大会。3日間にわたり、市内各所で熱戦が繰り広げられました。決
勝には成田野球クラブと成田北部野球クラブが進出し、延長戦の末、
成田野球クラブが優勝しました。

響き渡る力強い音色
　日本屈指の太鼓の祭典「成田太鼓祭」が成田山新勝寺など
で開催されました。全国各地から56団体、延べ1,500人
を超える打ち手が集まった2日間。開幕を告げる千

せん
願
がん
華
はな
太
だい

鼓
こ
では、打ち手が一斉に太鼓を打ち鳴らし、勇壮な音を響

かせました。かがり火がともされたステージでパフォーマ
ンスを披露する成田山千

せん
年
ねん
夜
よ
舞
ぶ
台
たい
や打ち手が表参道を練り

歩く千
せん
鼓
こ
万
ばん
礼
れい
パレードなども行われ、会場は迫力ある太鼓

の響きと熱気に包まれました。

1息を合わせて一斉に
2幽玄なステージの千年夜舞台
3笑顔で観客を盛り上げる

成田市近隣中学校野球大会　 4/11・12・18

成田太鼓祭　 4/18・19
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SNSでつながろう
市では、イベント情報や緊急情報など、
皆さんの役に立つさまざまな情報をSNS
で配信しています。 成田市広報メディア推進課Facebook成田市LINE 成田市広報メディア推進課Instagram

＃なりたさんぽ
成田市公式X
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